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1ご説明内容

事故後の炉心冷却の変遷

現在の汚染水対策の状況

–①ためる対策

–②増やさない対策

–③きれいにする対策

汚染水の海への流出とその抑制

–至近の漏えい事象

–分析結果

–流出抑制対策



2事故後の炉心冷却の変遷

海

滞留する一方

原子炉
海水

汚染水

滞留する一方

原子炉

淡水

汚染水

消防車

事故直後 事故後約１ヶ月以内

電動ポンプ

淡水タンク

水処理

原子炉

淡水

汚染水

事故後約４ヶ月以内

電動ポンプ

淡水タンク
循環・再利用化

循環注水冷却システムを構築後も

システムを多重化

送水管を信頼性の高い素材に交換

水処理系統を高性能化

水貯留設備を増設

等々、改善を進めている
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建屋内の汚染水を処理（セシウム除去、淡水化）し、再利用建屋内の汚染水を処理（セシウム除去、淡水化）し、再利用

現在の汚染水対策の状況

課題：①汚染水をためる ②汚染水を増やさない ③汚染水をきれいにする

タービン建屋

原子炉格納容器

原子炉圧力容器

注水タンク

プロセス主建屋
高温焼却炉建屋

: 想定漏えい・流入ルート

: 地下水の流入

原子炉注水

原子炉建屋

使 用 済 燃 料
プール

滞留水
処理施設

(セシウム除去)

注水ポンプ

一次保管施設
廃スラッジ

廃吸着材等

地下水

中低レベルタンク
多核種除去設備

(ALPS)

貯水タンク

淡水化システム
－逆浸透膜（ＲＯ）
－蒸発濃縮

地下水 汚染水
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汚染水を処理した水は鋼製円筒型タンク、鋼製角形タンク、鋼製横置きタンクに貯蔵。2013年8月13日現在の総

貯蔵容量は約39万m3。総貯蔵量は約33万m3、うち約27万m3は淡水化装置（RO装置）の濃縮塩水で、殆どが鋼

製円筒型タンク（フランジ接合）に貯蔵。

必要となる汚染水の貯蔵容量は、地下水の流入抑制策（地下水の揚水・バイパスによる水位管理、陸側遮水壁

の設置等）を重層的に実施する場合で、2021年1月に約80万立米に達し、その後横ばいとなる見込み。

汚染水を処理した水は鋼製円筒型タンク、鋼製角形タンク、鋼製横置きタンクに貯蔵。2013年8月13日現在の総

貯蔵容量は約39万m3。総貯蔵量は約33万m3、うち約27万m3は淡水化装置（RO装置）の濃縮塩水で、殆どが鋼

製円筒型タンク（フランジ接合）に貯蔵。

必要となる汚染水の貯蔵容量は、地下水の流入抑制策（地下水の揚水・バイパスによる水位管理、陸側遮水壁

の設置等）を重層的に実施する場合で、2021年1月に約80万立米に達し、その後横ばいとなる見込み。

鋼製円筒型タンク

鋼製角型タンク

鋼製横置きタンク

タンク種別 構造 貯蔵水 個数

RO廃液

RO淡水

ALPS処理水

ALPS処理水

RO廃液

RO廃液

RO淡水

RO廃液

蒸発濃縮廃液

217

342

289フランジ接合

溶接接合 35

鋼製円筒型タンク

鋼製角形タンク

鋼製横置きタンク

溶接接合

溶接接合

10

15

20

タンク容量（万ｍ３）

30

35

40

45 実測値 シミュレーション値

タンク合計
建屋流入量400m3/日想定

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2012年 2013年

水バランスシミュレーション

25

2013年7月23日現在

302

56

現在の汚染水対策の状況：①ためる対策
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水処理＜減＞

揚水井

原子炉建屋
タービン建屋透水層

難透水層 地下水の流入＜減＞

現在の汚染水対策の状況： ②ふやさない対策

建屋周辺を通らないよう上流で地下水を揚水、

バイパスさせる

地下水位面

汚染水位面

地下水を山側で揚水することで、地下水位面を下げ建屋への地下水の流入量を減らす地下水を山側で揚水することで、地下水位面を下げ建屋への地下水の流入量を減らす



6現在の汚染水対策の状況： ③きれいにする対策

淡水化設備
（塩分除去）

汚染水処理設備
(セシウム除去)

一次保管施設
廃スラッジ

廃吸着材等

中低レベルタンク

この水を更に処理する必要

汚染水

（建屋より）

処理水

（注水タンクへ）
セシウム吸着塔(KURION)

現在の処理設備はセシウム除去を主目的としており、処理後の水に他の放射性核種が残っている現在の処理設備はセシウム除去を主目的としており、処理後の水に他の放射性核種が残っている
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汚染水中の放射性物質（トリチウム除く）を除去するための多核種除去設備を新たに設置汚染水中の放射性物質（トリチウム除く）を除去するための多核種除去設備を新たに設置

現在の汚染水対策の状況： ③きれいにする対策

淡水化設備
（塩分除去）

汚染水処理設備
(セシウム除去)

中低レベルタンク

汚染水

（建屋より）

処理水

（注水タンクへ）

多核種除去設備
(ALPS)

※実証試験では、62核種が法定濃度

限度未満となったことを確認

貯水タンク

吸着塔

一次保管施設
廃スラッジ

廃吸着材等



8汚染水の海への流出とその抑制：至近の漏えい事例

８月１９日、貯留タンクエリア堰内で汚染水の可能性が高い水溜まりを発見。堰のドレン弁は開、
当該水は堰外にも漏えいと推定。

８月２０日、当該エリアの濃縮塩水（淡水化時に発生）貯留タンク１基において、ほぼ満水であ
るはずのところ、約３ｍ水位が低下していることを確認（容量換算すると約３００ｍ３に相当）。

当該タンクは当初別エリアに設置されていたが、地盤沈下が起こったため移設したもの。

当該タンクに貯留されている濃縮塩水は、セシウム除去処理後の水であるが、ストロンチウムや
トリチウム等の核種を含んでいる。

現在詳細調査、及び再発防止対策の検討を実施中。

漏えいしたタンクタンク形状図 配置図

約１２ｍ
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福島第一　南放水口付近
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（Bq/L）3号機取水口（シルトフェンス内）
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被覆工事：3/14～5/11

シルトフェンス設置：4/11～4/14

南防波堤透過防止工事：8/18～9/28

 

 《参考》告示濃度（周辺監視区域外の水中の濃度限度） 
 ・Cs-134：60Bq/L 
 ・Cs-137：90Bq/L 

汚染水の海への流出とその抑制：海水分析結果

１～４号機の取水口付近では現在も１０～１００Ｂｑ／ＬオーダーのＣｓ－１３７が観測されている１～４号機の取水口付近では現在も１０～１００Ｂｑ／ＬオーダーのＣｓ－１３７が観測されている



10汚染水の海への流出とその抑制：緊急対策

トレンチ内高濃度汚染水を取り除き、漏えいリスクを下げるトレンチ内高濃度汚染水を取り除き、漏えいリスクを下げる

２号機タービン建屋

立
坑
Ａ

立
坑
Ｂ

立
坑
Ｃ

1/300

１号機タービン建屋

３号機タービン建屋

立
坑
Ｄ

：トレンチ
（配管等を収納したトンネル）

○：タービン建屋との取り合い部

タービン建屋東側（海側）地下構造物立体図（２号機の例）

冷却用海水取込口

H23.4.2
漏えい確認箇所

事故直後に建屋内に溜まった汚染水がトレンチ等を通じて取水口から海に流出

流出部は止水済だが汚染水は地下構造物中に残留

地下水、海水への漏えいが疑われるため、残留汚染水を抜き取り閉塞させる



11汚染水の海への流出とその抑制：地下水分析結果

シルト
フェンス

No.1-1

No.1-4 No.1-3
No.1-2

No.2 No.3

全ﾍﾞｰﾀ：130
(8／1採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：5万
(7／25採取分)

全ﾍﾞｰﾀ：4,400
(７／８採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：63万
(７／８採取分）

７／４採取

全ﾍﾞｰﾀ：1,300 (8／1採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：43万 (7／25採取分）

No.3-1No.2-1

No.1

No.1-5

１－２号取水口間の地下水からは数万～数十万Ｂｑ／Ｌオーダーのトリチウムが検出されている１－２号取水口間の地下水からは数万～数十万Ｂｑ／Ｌオーダーのトリチウムが検出されている

全ﾍﾞｰﾀ：15万
(8／1採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ：26万
(7／25採取分）

ｾｼｳﾑ134：ND
ｾｼｳﾑ137：0.75

(8／1採取分）

全ﾍﾞｰﾀ：87万 (8／1採取分）

ﾄﾘﾁｳﾑ： 37万 (7／25採取分）

ｾｼｳﾑ134： 760
ｾｼｳﾑ137：1,600 (8／1採取分）

地下水採取点

H23.4.2
漏えい確認箇所

全ﾍﾞｰﾀ：1,200
ﾄﾘﾁｳﾑ：28,000
ｾｼｳﾑ134： 21
ｾｼｳﾑ137： 44

(7／３１採取分）

福島第一港湾

（単位はＢｑ／Ｌ）
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汚染エリアの地盤改良等を実施し、汚染している地下水の流出を抑制する汚染エリアの地盤改良等を実施し、汚染している地下水の流出を抑制する

汚染水の海への流出とその抑制：緊急対策

①地盤改良（海側）：228本
（完了）

④地盤改良（山側）：167本
（H25.10末 完了予定）

③地盤改良（山側）：331本
（H25.９末 １列目完了予定）
（H25.10末 ２列目完了予定）

②ウェルポイント：28基
（完了）

地下水の透過性を下げるため、薬液注入による地盤改良

せき止めた地下水をポンプで汲み上げ

上部をフェーシング



13汚染水の海への流出とその抑制：抜本対策

海洋流出の阻止・・・・・・・・・・・海側遮水壁の設置【漏らさない】
汚染水増加抑制・港湾流出の防止・・・陸側遮水壁の設置【近づけない】【漏らさない】
原子炉建屋等への地下水流入抑制・・・サブドレンからの地下水くみ上げ【近づけない】

海洋流出の阻止・・・・・・・・・・・海側遮水壁の設置【漏らさない】
汚染水増加抑制・港湾流出の防止・・・陸側遮水壁の設置【近づけない】【漏らさない】
原子炉建屋等への地下水流入抑制・・・サブドレンからの地下水くみ上げ【近づけない】

海側遮水壁

１号機

陸側遮水壁（凍土方式）

サブドレンによるくみ上げ

抜本対策概要図

2号機 3号機 4号機
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福島第一原子力発電所の汚染水の問題について
組織体制の抜本的な見直し・強化を実施し、
全力をあげて取り組んでまいります。


